
第４回は、「美」と「強」の関係、すなわち「意匠」と「構造」の関係について講義します。
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少し復習すると、ウィトルウィウスは、建築を構成する３要素として、「美」「用」「強」をあ
げていますが、今回は、その「美」と「強」の関係について話します。

前回説明したように「美」は造形理論で、芸術に属し、「強」は構造学の分野で、技術に
属します。

ちなみに、欧米の建築学科は、その多くが芸術学部に属しており、工学部の中に建築
学科があるのは、日本独自です。

では、なぜ日本では、建築学科が工学部の中にあるのか？ それは、日本は地震国
だからですね。すなわち、構造学をしっかり学ばないと、折角建てた建築物が地震でこ
とごとく壊れてしまうからです。

そこで、前回は、西洋の近代建築の歴史を少しひもときましたが、今回は、日本のモダ
ニズムの歴史と、なぜ日本の建築学科では、構造が重要視されるようになったか、そ
の背景について解説したいと思います。
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まず、日本のモダニズム建築の先駆者は、前川國男です。

前川國男は、三大巨匠の一人であるル・コルビュジエのもとで学び、合理主義、機能主
義を基調とするモダニズム建築を日本に持ち帰り、広めた人物です。

スライドの写真は、前川國男の自邸と岡山県庁舎ですが、前川國男の自邸の方は、木
造建築ですが、それまでの日本の木造住宅とは雰囲気が違います。また、岡山県庁
舎の方は、現代では見慣れたビルですが、当時の日本には、このようなラーメン構造
のシンプルな形のビルは珍しかったわけです。
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そして、日本のモダニズム建築に最も大きな影響を与えたのが丹下健三です。
日本のモダニズム建築の巨匠と言ってもよいと思います。

丹下健三は、東京帝国大学（現在の東京大学）の出身で、卒業後、一時、横山國男の
設計事務所に入所しますが、３年後に再び東京大学に戻り、東京大学の助教授・教授
として、多くの建築作品を生み出します。

スライドの写真は、丹下健三の代表作である国立代々木競技場と東京カテドラルです。

国立代々木競技場は、前回の東京オリンピックの時に建てられたもので、世界的に有
名な建築物です。また、東京カテドラルは、それまでのキリスト教の教会とは、まったく
異なる形式の建築物で、内部もほとんど装飾がなく、光と打ちっぱなしのコンクリートの
壁で、神の超越性を見事に表現しています。
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ただし、丹下健三の作品を見ると、確かにシンプルな形をしていますが、単なる機能主
義、合理主義のモダニズム建築とは異なる面があるように思われます。

例えば、このスライドに示す国立代々木競技場の屋根は、京都の醍醐寺の屋根をイ
メージして設計されたと言われていますし、広島平和記念資料館は、奈良の正倉院を
イメージして設計されたと言われています。

このように、丹下健三は、コンクリートや鉄などの新材料を用いて、日本の伝統美を継
承しようとしたわけです。この辺が、西洋のモダニズム建築と一線を画するところです
ね。
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また、このスライドは、広島の平和公園にある原爆死没者慰霊碑ですが、よく見ると、
慰霊碑を通して原爆ドームが見えるように設計されているわけです。

これは、宮島の厳島神社の大鳥居から、厳島神社の正面が見えるのと同じですね。す
なわち、これも、丹下健三が、日本の伝統文化を継承しようとした一例なのです。

実は、広島平和公園の設計は、デザインコンペで設計者が決められたのですが、丹下
健三以外のコンペ案では、原爆ドームを祈りの中心には置いていなかったそうです。で
すから、もし他の建築家のコンペ案が採用されていたら、原爆ドームが世界遺産に選
ばれることはなかったかも知れません。
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丹下健三については、東京大学の隈研吾氏が、「現代日本建築の四相」という講義で、
丹下健三が、現代建築に及ぼした影響について語られているのですが、この中で、丹
下健三は、Technology（技術）を重んじた建築家だったと言われています。

ここにあるように、「デザインは技術への挑戦」だと言われているわけです。
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1923年に起きた関東大震災は、丹下健三が10歳の頃だと思うのですが、日本におい

ては、技術力なくして新しいデザインに挑戦することは不可能だと身に染みておられた
のではないかと思います。

このような構造技術を大事にするという丹下健三の思想が、後に多くの優れた構造技
術者を生み出すことになるわけです。
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先にも述べたように、丹下健三は、東京大学の教授でもありましたから、丹下健三の
建築物の構造設計は、同じ東京大学の坪井善勝教授とその研究室が請け負ったわけ
です。

そして、その坪井善勝研究室から、後に、多くの著名な構造技術者・研究者が輩出す
るわけです。

また、坪井先生は、東京大学退官後、日本大学に行かれるのですが、そこからも、著
名な構造技術者・研究者が生まれています。

実は、私の広島大学時代の恩師である吉田長行先生も、この坪井善勝研究室の後を
継がれた半谷裕彦教授の研究室出身なのです。ですから、私の先生の先生の先生は、
坪井善勝先生だということですね。（余談ですが。）
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そのような構造技術の粋を結集した建築作品が国立代々木競技場ですね。

この建物は、橋梁などに用いられる吊構造で、当初は、メインケーブルに、それと直行
する方向にケーブルを繋ぐ予定だったそうですが、ケーブルでは、屋根の鉄板の形状
が定まらないため、やむなく形が変化しない鉄骨を用いたのだそうです。

このような建築は、現代においても、非常に難しいものです。それを、オリンピックの開
催に合わせて、突貫工事でやるわけですから、当時の技術力は驚くべきものですね。
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一方で、大学以外にも、構造を専門とする技術者が設計事務所を開設します。
その先駆けは、横山不学という人ですが、1950年に横山建築構造設計事務所を開設
し、その後、1952年に、このスライドにある木村俊彦という人物が、この設計事務所に
入所します。

この木村俊彦は、1950年にモダニズム建築の先駆者である前川國夫の事務所に入所

するのですが、その２年後に横山建築構造設計事務所の移っているのですね。ちなみ
に、丹下健三が前川事務所にいたのが1938年～1941年ですから、木村俊彦とは少し
ずれています。

そして、この木村俊彦は、自らを「構造家」と名のり、構造技術者の地位を「建築家」と
同じレベルまで引き上げたわけです。

ですから、海外には、「構造家」と言われる人はいないわけで、これは日本独自の文化
でもあるわけです。

このような構造家の歴史については、資料１にまとめてあるので読んでみてください。
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そして、日本の近現代建築は、建築家と構造家のコラボ（協力）によって、世界には見
られない様々なユニークな建築物を生み出していくわけです。

スライドは、大阪にある梅田スカイビルですが、これは建築家原広司と木村俊彦事務
所のコラボによって設計された建築物です。
空中庭園で有名ですね。
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これは、同じ原広司と木村俊彦事務所のコラボによって設計された新京都駅です。

ちなみに、木村俊彦事務所で、実際の構造計算を任されたのは、西伸介という人で、
現在、岡山で構造設計事務所を開設されており、内の卒業生も何人かその事務所に
入所しています。
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その後、日本にもポストモダン建築の流れがやってきて、菊竹清訓や黒川紀章らが、メ
タボリズム建築を提唱します。
これは、生きている建築ということで、細胞が増えたり、減ったりするということですね。
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そして、菊竹清訓は、メタボリズムから、都会に森を、ということで、樹木をイメージした
ビルなどを設計します。

しかし、ポストモダン建築は、その後、あまり顧みられることなく衰退していきます。
残念ながら、このソフィテル東京も、現在は取り壊されてなくなっています。
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しかし、最近では、建築だけでなく、機械分野などでも、バイオミメティクスという生物の
機能や形を工業製品に生かそうという試みが盛んになってきており、再び、樹木などの
自然な形を建築デザインに生かそうとする試みが出てきています。
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これは、菊竹清訓の事務所出身の伊東豊雄の作品ですが、表参道のケヤキの木の枝
をそのままビルの構造にしたTOD’S表参道ビルです。

このビルにおいては、垂直の柱・水平の梁といった従来の概念を取っ払うようなデザイ
ンで、なかなか従来の設計法では、構造計算が困難な物件でした。

それを実現したのが、新谷眞人という構造家で、私も、このビルには非常に大きな衝撃
を受けました。
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そして、これは、同じ伊東豊雄の仙台メディアテイクという建築作品ですが、これにも、
垂直な柱、水平な梁というものがありません。

この建物は、伊東豊雄と佐々木睦朗という構造家のコラボによって建てられたもので
すが、この作品は、国内外で非常に大きな反響をもたらしたわけです。

ちなみに、佐々木睦郎は、木村俊彦事務所の出身です。
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佐々木睦朗によると、これは、仙台メディアテイクのコンセプトとして、伊東豊雄から送
られてきたファックスなのだそうです。

徹底的にフラットなスラブと海藻のような柱でこのような建築が作れないかという提案
ですね。
普通の構造技術者なら、こんなの無理だと突き返しますよね。

それを、佐々木睦朗は、やりましょうと言ったわけです。
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それで、コンピュータを駆使して、このような鉄骨の柱デザインの構造計算を行い、限り
なくフラットな梁のないスラブを実現するために、日本の造船の技術を導入したのだそ
うです。

そうやって、建築家と構造家が知恵を出し合って、世界に例を見ない新しい建築が誕
生することになったわけです。
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また、建築分野におけるバイオミメティクスとして古くから用いられているのが貝殻の構
造を模倣したシェル構造です。
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伊東豊雄を佐々木睦郎は、このようなシェル構造に対しても、コンピュータによる構造
計算を駆使して、このような自由な曲面を有するシェル構造を制作しています。

ただ、このような鉄筋コンクリートのシェル構造を作るには、非常に複雑な型枠構造を
作る必要があり、これには、日本の大工技術が大きく貢献したと言われています。

ですから、このような建築物は、日本の構造技術、生産技術の伝統がなければ実現不
可能だったわけですね。
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これも、伊東豊雄と佐々木睦朗のコラボによる福岡の植物公園ぐりんぐりんです。
ぜひ、九州に行ったときは、見学してきてください。
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ちなみに、これは、建築分野のノーベル賞と言われるプリツカ―賞（年に世界に一人）

を受賞した日本の建築家ですが、これらの建築家の影には、構造家と呼ばれる優れた
構造技術者がいるわけです。
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今回は、このレポート課題にしたがって、レポートを作成してください。

なお、日本の有名な構造家を資料２にまとめていますので、ぜひ憶えてください。

以上で、第４回目の授業を終了します。

以下、付録を付けていますので、興味のある人は読んでみてください。
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以降は、私が行っている研究の紹介になるのですが、最近では、建築分野にも３Dプリ
ンタの技術が導入されてきており、近い将来、住宅などは、３Dプリンタで作る時代が来
るかも知れません。
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これは、３Dプリンタによって作られたオフィスですが、すでにこの程度の単純な形状な
ら３Dプリンタで制作が可能になっています。
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そうすると、アントニ・ガウディが目指した、直線がほとんどない有機的建築も、その内、
３Dプリンタで建設が可能になるかも知れません。
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そこで、私の研究室では、そのような時代を見越して、コンピュータで、力学的に合理
性を有する建築物を自動的に創り出す技術を開発しています。

これは、斜面や森に合った形態をコンピュータで自動的に創生したもので、これらは地
震にも強い形になっています。
また、これを見ると、垂直な柱・水平な梁はどこにもありませんね。
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これは、建物には、まだ応用が難しいので、椅子のデザインに研究室の形態創生法を
適用して、学生がコンペで賞をもらったものです。
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また、これは、同じ手法を用いて、シェル構造を創生したものですが、様々なデザイン
が自動的にできるのですね。
このシェルの穴なんかも、一番材料の要らないところに自動的に穴が空くのです。
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これは、このような方法で創生されたシェル構造を用いて、設計デザインコンペにトライ
したものです。
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これは、平面図、立面図、断面図ですね。
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そして、これはパースです。

すなわち、私がやっている研究は、建築家、構造家に利用してほしい、構造デザイン
ツールの開発ですね。

そして、もうすぐ研究室で開発したプログラムは、市販のソフトウェアに組み込まれる予
定なので、いよいよ、実際にこのようなツールを用いて、アントニ・ガウディが実現した
かった建築物が、世界のあちこちに造られる時代が来るかも知れません。
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